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/-1/1.全体の研究構想図一

糞徒鱒鱗
・ 覚えることや与えられた課題には取り組める。 ・ 教科書中心の講義式の授業が多かった

。

・ 身近な地域教材や本物の資料に触れたりする体験的な場面で、素直に驚き ・ 網羅的で
、知識の伝違や暗記に陥りがちであっ

や感動を示す。 た0

・ 社会の出来事への関心が低く、身近なものとしてとらえていない。 圏 ・ 地域を教材化し、調査活動や発表し合う学習の
・ 様々な視点から自分なりに考察し、考えをまとめることが苦手である。 実践が少なかった。

・ 生徒同士がかかわり合い、互いに学び合う体験が少ない。 ・ 生徒の興味・関心・意欲を十分に引き出すこと

ができなかった。

号 i
教育諜程嚢議糞碗 藁(平成10年7月)

ゴ"一 一 罰

「 一 一'

改善の視点 ● 学び方を学ぶ学習の充実 ●学校週50制 への対応 ・生徒が興味や関心をもてる授業

● 自ら学び、自ら考えるカなどの「生きる力」の育成 ・生徒の学習活動が重視され、作業的・体験的な学

改善の基本方針(社 会科) 習活動ができる授業

● 圓本や世界の諸事象に関心をもたせる。 ・人とのかかわ殆 いがもてる授業

● 公正に判断する能力や態度を育成する。 圏 ・様々な情報をもとに自分の考えや主張がまとめら

● 国際社会で主体的に生きる資質や能力を育成する。 れ、思考の深まりが見られる授業

● 主体的な学習を一層重視するa ・得られた知識が生活に活きてくる授業

愚 愚

研襲峯題 自ら学び、考え、公正な判断力を身に付ける社会科学習の工夫

0

研饗鐙溝餐蔭 生徒の実態把握、身に付けさせたい力の検討、授業の検証、教材作成などを通 して、

これからの社会科授業での指導法を明 らかにする。

i i

地瑠翻i墾搬灘織題 歴隻的砦野㊧副主題艸 曲

地域調査活動を通じて、地理的事象に対する関心を高め、 様々な角度から歴史をとらえることを通 して、

様々な資料を的確に選択 ・活用し、多面的・多角的に考察し、 生徒自らの歴史観を育てる学習指導の工夫

地域的特色をとらえるための学習指導の工夫

観究{礫藤 志掬容

研究の力法き肖容 ・ 生徒の身近な社会的事象を通じて、歴史に対する興味や

・ 地域の規模に応じた調査活動を実践し、主体的に課題を 関心を高める授業を行う。

追究していく授業を行う。 ・ 班別調べ学習を通じて、学び方を学び、発表の仕方を身

・ 調査の結果を他の地域と比較することで、地域の特色を に付けさせる授業を行う。

的確にとらえる視点や方法を学ぶ。 ・ 生徒自らが調べ考えた学習内容と
、外国人ゲストティー

・ 個人及び班単位での活動を実践し、人とかかわり合いな チャ・一の見方や考え方を比較することにより、歴史に対

がら互いに学び合う授業を行う。 する公正な判断力を高める授業を行う。

・ 検証授業での生徒の意識や意欲の変化、考察した過程と ・ 様々な学習活動を通じて、歴史に対する多様な見方があ

結果を分析し、思考の深まりがあったかの評価を行う。 ることに気付いたかを評価する。

i s

生徒1て たいカ ① 生徒の興味 ・関心に基づいた身近なものを教材化することで、主体的に学ぼうとする態度を養う。

② 調べ学習を実践することで、適切な情報を選択し活用するカを身に付けさせる。

③ 課題を追究し、多面的・多角的に考察することで、公正に判断する力を身に付けさせる。
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II研 究主題及び主題設定の理由

研 究 主 題

自ら学び、考 え、公正な判断力を身に付ける社会科学習の工夫

新 学習指導 要領 の完全実施 を間近に控え、社会科はその指 導観、授 業観 の とらえ直 しが迫 ら

れてい る。今 回の改訂 にお いては、① 内容 の厳選、②学び方を学ぶ学習の充実、③社会の変化

への対応 、④3分 野を関連付 けて扱 う項 目の設定が方針 として示 されている。そこで私たちは授

業の在 り方を今 まで以上に考え直 してい く必要があ る。

従来の社会科 の学習は、知識詰 め込み型 の学習、教科書の記述を学習 させ る網羅型 に陥 りが

ちで あった。 また、地域の教材化 、調査活動な どの実践が模索は されていたが、それが十分 で

あった とは言い難 い。生徒の実態 に即 して言 えば、覚 えるこ とや与え られた課題 には取 り組 め

る、身近 な地域教材や本物の資料 に触れた りす る体験的な場面で素直に驚 きや感動 を示す こと

ができるな ど、評価 できる部分があるものの、互いに学び合 った り、様 々な視点か ら自分な り

に考察 し、考 えをま とめ、発表 した りす るこ とは不十分ではないか と思 われ る。

私 たちは、生徒 自らが学び、考 えることがで きるよ うにす るために、作業的 ・体験 的な学習

活 動を取 り入れ た授 業を行 うこ とが大切 であると考えた。そ して、生徒は、学習の過程 で教師

や生徒 同士 とかかわ り合い学び合いなが ら社会的事 象を様々な角度か ら考察 ・理解 し、社会的

事象の見方や 考 え方を身 に付 けることができる ととらえた。

この よ うに、生徒の主体的 な学習 を重視 し、生徒同士の学び合 いを通 して社会的な事象 の見

方や考 え方 を育て ることによって、公 正な判断力 を身に付 けることがで きるのではないか と考

え、上記の課題 を設定 した。
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皿 地理的分野の研究内容

1地 理的分野研究副主題及び副主題設定の理由

地域調査活動 を通 じて、地理 的事象に対す る関心を高 め、様 々な資料 を的確

に選択 ・活用 し、多面的 ・多角的 に考察 し、地域的特色を とらえるための学習

指導の工夫

21世 紀 を迎 えた今 日、我が 国は国際化 、情報化 、高齢化 な ど社会 の変化 が著 しく進 んで

いる。 中央教育審議 会、教育課程審議 会の答 申を受 けて、来年 度か ら完全 実施 され る新学習

指 導要領 で も社会 の変化へ の対応 や、生涯 にわた って学び続 け る能力や 態度の基礎 を培 うた

めの、学び方 を学ぶ 学習の充実が重視 されて いる。

これ まで の社会 科学習 では、 「教科書 中心 」、 「講義式」、 「網羅的」、 「単 なる知識 の

詰 め込み」 な どにな りがちであ り、 そ してその中で、生徒の興味 ・関心 を十分 に引き出す こ

とがで きず に多 くの批判 を受 けてきたが、その改善の取 り組み は必ず しも十分 ではなかった。

したが って、従 来の 「指導観 」、 「授 業観 」な どの大幅 な見直 しが迫 られ ている。

地理分科 会で は、先に述べた ような社会科 の現状 を踏 まえて 、地域調 査活動 を通 じて、地

理的事 象 を多面的 ・多角的 に考察す るこ とで、地域 的特色 を とらえ ることが、生徒の社会認

識 を高 め、公 正な判断力 を身に付 けるた めに特 に有効で ある と考 え上記の副主題 を設定 した。

従 来、身近 な地域の学習 とい うと、通 りい っぺんの読図指導です ませて しま うケー スが多

く、授 業の 中で生徒が実際 に地域 に 出て調 査活動 を行い、それ をもとに生徒 自 ら課題 を設定

し、それ を追 究 ・考察 して、生徒の思 考の深 ま りを求 めるよ うな授 業は ほ とん ど行 われ てこ

なかった。 しか し身近 な地域 の学習 は、生徒が主体的 に活動 を進 めるなかで、身近 であ るだ

け、 よ り具体 的に実感 として地理 的事 象 をと らえるこ とがで き、生徒 の思考の広 が り、深 ま

りそ して社会認識 を高 めるこ とが期 待で きる。

具体的 な研 究の方法 ・内容 として は、生徒が調査活動 を実践 し、主体的 に課題 を追究 して

い く授業 を行 うこ とを通 して、地域 の特色 を的確 に とらえる視点や方 法を学ぶ ことを重視 し

た。 また、人 とか かわ り合いなが ら互い に学び合 う授業 を行 うこ とを通 して、学 習の深 ま り

をね らった。 さ らに、生徒 自 ら課題 を設定 し追究 ・考 察 した内容 を コンピュー タ等 を利 用 し

なが ら外 部へ向 けて発 信 し、地域社会 へ の提言 を行 い、生徒 に地域 社会の発展 に努力す る姿

勢 を身 に付 け させ るこ とも重視 した。
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2検 証 授 業A

(1)単 元 名 「身近な地域」 新学習指導要領(2)地 域の規模 に応 じた調査

ア 身近な地域

(2)単 元設定の理由

観 察や調査な どの活動を通 して行われ る身近 な地域 の学習は、実際には調査ができない地

域の学習への転移 も期待できるため、問題解決的 な学習を進 めるに当たっては有効 な学習 で

ある と言 われてい る。しかも、 「地域で学ぶ」とい う方法概念 と 「地域 を学ぶ」とい う目的概

念 の両方 ともに満足 させ ることができるとい うこともあ って、学習指導要領の 中で も特 に注

目され ている単元 のひ とっである。ただ、様 々な理 由か らだろ うが、 目的 よりも方法が優先

され て しまい、地域 の学習 と言 うよりも地図の見方 の学習になって しまっているのが現状 で

はないだろ うか。

そ こで、 この単元の 目的で ある、身近な地域 を知 り、関心を もち、地域に対 して愛情を抱

かせ る学習を見直 してみ る必要がある と考 えた。人 と人、人 と地域 、地域 と地域 との関係 が

希 薄にな って きた と言われ て久 しい今 こそ、社会認識 の第一歩である地域の学習が必要な と

きで あると考 える。

(3)単 元の 目標

1.身 近な地域の学習を通 して、地図や資料 の有効な使 い方 の基礎 を身 に付け させ、地理的

な見方や考 え方を養 う。

2.身 近な地域の学習 を通 して、生徒 が生活 してい る土地に対す る理解 と関心 をよ り深 め さ

せ、地域の一員 としての誇 りや愛情 を養 う。

3.身 近 な地域の学習 を通 して、生徒 自らに学習課題 を設定 させ、意欲 的に学習 に取 り組 ま

せ るこ とによ り、生徒一人一人の問題解決能力 を育てる。

4.観 察や調査 な どを通 して、身近な地域 の特色や新たな課題 を発見 させ、地域 の未来を志

向す るカ を育て る。

5.学 習 の成果 を表現す る活動 を通 して、地理的なま とめ方や発表方法の基礎 を身 に付け さ

せ る。
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(4)学 習指導計画(11時 間扱い)

時 学習内容 学習活動 学習活動への支援 資 料 等

第

1

時

導入 ① 学 区 域 内 の 様 子

を 写 真 な ど で 見

て概観 す る。

② 通 学 路 付 近 の 様

子 を地 図 に描 く。

① デ ジカ メ写真 な どをプ

ロ ジ ェ ク タ ー で 見 せ

る。

① デ ジ カ メ

写真

② 画用紙

第

2

時

地 図 の 読 み と

り方

① 自 分 の 描 い た 地

図 と地 形 図 を 比

べ、地形 図 の表記

の 仕 方 を 学 ぶ 。

(縮尺 、方位 、記

号、等 高線)

① ワ ー ク シ ー トを 用 意

し、 地域 調 査 に必 要 な

範 囲 を 学習 す る に と ど

め 、読 図指 導 に深 入 り

しな い よ うにす る。 場

合 に よって はイ ン ター

ネ ッ トな ど も 活 用 す

る。

①1/25000地

形 図

② ワ ー ク シ

ー ト

③ ホ ー ム ペ

ー ジ

※第3～8時 は、地域の特色 に応 じて次の2っ か ら選択。

aあ らか じめ大テーマ ごとにグルー プ分 けす る方法(検 証授 業)

第

3

時

野外観察準備 ① グルー プ分 け

② ル ー トマ ッ プ 作

成

① 生 徒 の興 味 ・関 心 を 喚

起 で き るよ うに 助 言 を

心掛 け る。

② ル ー トマ ップ の 作成 に

当た っ ては 大 テ ー マ の

追 究 に適 した 地域 の調

査 を助 言す る。

①1/25000ま

た は1/5000

地形 図

② 地 域 調 査 の

課題 例

第

4

時

野外観察 ① 自 分 た ち の 大 テ

ーマ に基づ き
、 自

分 の 追 究 し て み

た い 課 題 を 発 見

す る。

① 安全 面 、 生活 面 な どに

十分 注 意 して フ ィー ル

ドワー クを させ る。

① デ ジ カ メ等

②1/25000ま

た は1/5000

地 形 図

第

5

・

6

時

調査課題設定 ① 野 外 観 察 の 結 果

を 地 形 図 に 書 き

込み 、そ の結果 を

も と に し て 調 査

課題 を設定 す る。

① 調 査 課題 が決 ま らな い

生 徒 へ は興 味 ・関 心 を

引 き出す 工夫 をす る。

② 調 査課 題 が 早 く決 ま っ

た 生徒 は図 書室 の文 献

や イ ン ターネ ッ トを活

用 して予備 調 査 を行 わ

せ る。

① 調査テーマ

設定用紙

② 質問作成用

紙

③ 返答予想用

紙

④ 図書室 ・パ

ソコン室
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第 地域調査 ① 自分 の 設 定 し た ① 調 べ る内容 に よ って効 ① デジカメ等

7 課題 を 、聞 き取 り 果 的 な 調査 がで きる よ ② 生徒訪問の

● 調 査 、 統 計 資 料 ・ うに 調 査方 法 にっ いて お願 い

8 文献 資料 の調査 、 助 言す る。 ③ パ ソ コ ン

時 イ ン タ ー ネ ッ ト 室 ・図 書 室

な ど を 活 用 し調 ④ 自治体発行

べ る
。 統計資料

L

ー

墾

毒

選
隆
饗
難
難
難

罫
塾

慧 謡.

堕 さ ・ 、 ガ

w、 一訟 ＼ 魯

ぎ 謬
、軽
畠

b学 区域を班単位で分担し共通の調査項目を調べる方法

第 野外観察準備 ① 調査地域の分担 ① 分担して行 う調査(観 ①1/25000ま

3 ② ル ー トマ ッ プ 作 察)の ね らい を十分 理 た は1/5000

時 成 解 させ る。 地形図

② ル ー トマ ップ の 作成 に ② 地域調査の

当た っ ては 効 率 的 なル 課題例

一 トに な る よ う配 慮 す

る 。

第 野外観察 ① あ らか じめ 定 め ① 安 全面 、生活 面 な どに ① デジカメ等

4 られた項 目を調 十 分 注 意 して フ ィ ー ②1/25000ま

時 査 して くる。 ル ドワ ー ク を させ る。 た は1/5000

○共通調査項目 地形図

学校 か ら半径200m以 内 の 建 物 の 数 、 コ ン ビニ ・大

型 ス ー パ ー ・フ ァ ミ リー レス トラ ン の数 と分 布 、

貸 し駐 車 場(100円 パ ー キ ン グ)は あ る か 、 鉄

道 ・路線バ スの経 路
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第 調査課題設定 ① 分担 した調査結 ① 調査課題が決まらない ① 調査結果集

5 果 を共通の地 図 生 徒 へ は興 味 ・関心 を 約用地図

● へ 書 き 込 む 。 引き出す 工夫 をす る。 ② 調 査 テ ー マ

6 ② ま とめた野外観 ② 調査課題が早く決まっ 設定用紙

時 察 の結 果 をも と た生徒は図書室の文献 ③ 質問作成用

に して調査課題 や イ ン ター ネ ッ トを活 紙

を設 定す る。 用 して予備調査を行わ ④ 返答予想用

せ る。 紙

⑤ 図書 室 ・パ

ソ コ ン 室

第 地域調査 ① 自分 の設定 した ② 調 べ る内容 に よ って効 ① デジカメ等

z 課題 を、聞 き取 り 果的な調査ができるよ ② 生徒訪問の

○

調 査、統 計資料 ・ うに調査方法にっいて お願い

8 文 献資料 の調査 、 助 言す る。 ③ パ ソ コ ン

時 イ ン タ ー ネ ッ ト 室 ・図書 室

な どを活用 し調 ④ 自治体発行

べ る 。 統計資料

※ 以下a、bと もに共通

第 学 習 の ま とめ ① 地域 調査 の結 果 ① まとめる時には地理的 ① 発表用紙

9 ～発表準備 を所 定の用紙 に 手法を用いるよう指導

● ま と め る。 す る。

10 ② 地域 の未来 予想 ② 発表を聞く人から見て

時 ま た は 地 域 へ の 分かりやす くかっ簡潔

提 言 を作成 す る。 な ま とめ 方 を させ る。'

第 学習発表会 ① ポ ス タ ー セ ッ シ ョ ① 発表の方法が上手かど ① 図書室

11 (本 時) ン 方 式 に よ りお 互 い うかだ けで な く、地 図 ② 評価 カ ー ド

時 の学習 の発 表 を聞 く。 や グラ フな どを 上 手 く

活用 して い るか な どに

も注意 させ る。

(5)

・

・

・

・

指導上の留意 点

第1時 導入 の地域 を概観 させ る学習では、地域調 査学習への意欲 を喚起す ることを 目

的 とし、写真等 を見 る学習の他、 クイズ形式での学習や屋上か ら地域 を概観 す る学習

な どを適 宜選択 し効果的な学習を展開す る。

第2時 地 図の読み とり方の学習では、地形 図の読み方の学習に深入 りせず、地域観察

や地域 調査に必要最低限の知識 を学習す る程度 にとどめる。

aの 方 法のグループ分けに当たっては地域の特色に応 じて、自然 ・商業 ・集 落 ・交通 ・

歴 史 ・その他 のよ うに適宜大テーマ を設定す る。

野外観 察や地域調査に当たっては、事 故等生徒 の安全確保 と訪 問先への事前連絡、お
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・

・

・

(s)

(7)

1.

9
一

n
δ

4.

(8)

礼 な どについて も十分指導 してお く。

社会科地理的分野での学習で あることを念頭 に置 き、地域を学ぶ こ とと地理 的手法の

学習 であるこ とを重視す る。特に地理 的手法につ いては、地図に表す こと、 グラフ化

す るこ と、他の地域や昔 と比較す ることな どの手法を用 い らせ る よ う指導す る。

学習 の導入や調査方法の学習 な どの場面において適宜パ ソコンや インターネ ッ トを活

用 させ 、効果的 な学習をね らう。

検証授 業 においては、都道府 県の学習へつなが るよ う、地域の様 子を示すデ ジカメ写

真 、生徒の まとめたポス ター、地域 の未来像 ・希望カー ドな どをホームペー ジな どで

公 開で きるよ う工夫す る。

本時の授 業 ポスターセ ッシ ョンによる学習発表会(第11時)

本時 の 目標

自己の学習の成果 を他者へ発表す ることを通 して、次の ような点を深める。

●

●

●

●

他者 の発表 を聞 くことによ り、

「地域へ の希望」 「地域の将来像」を考 えることを通 して、地域社会へ積極的 にかかわ

る生徒 を育てる。

学習のま とめ、他者の発表 への評価 を通 して、学習の成果 と到達点、課題点 をっか ま

せ る。

本時の展開

自分 たちの調査 した学習のま とめ。

効果 的に発表す るプ レゼ ンテーシ ョンスキル。

地 図、 グラフな どに よる地理的な表現力。

質問への応答 を通 しての今後の学習課題。

自己の調査 した こと以外 の地域社会の姿 を とらえる。

時 学習活動 学習活動への支援等 資 料 等

準 ① グル ー プ ご とに発 表 の ① ポ ス ター を 貼 る場 所 が 隣 の グ ① 発表方法

備 準 備 をす る。(グ ル ー ル ー プ と近 す ぎ な い よ う に さ チ ェ ッ ク

プ内で発表の順番を前 せ る 。 シ ー ト

io 半 ・後 半 に分 け る) ② 全員が必ず発表に参加す るよ ② 発 表 用

分 ② グル ー プ 内 で発 表 の リ う に 工 夫 させ る 。 紙 ・補 助

ハ ー サ ル をす る。 資料

発 a発 表 をす る ① 要 点 を しぼ って発 表 させ る。 ① 評 価 カ ー

表 ① 発表用紙を中心に補助 ② 地 図 、 グ ラ フ、統 計 な どを も と ド

資料等を使 って3分 程 にわ か りやす く発表 させ る。 ② 未来予想

30 度 に ま とめ て分 か りや ③ 未 来 予 想 や 提言 は、 調べ た こ と カ ー ド

分 す く発 表 す る。 を も とに し て 適 切 に 考 え させ ③ 提 言 カ ー

る 。 ド
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b発 表 を聞 く ① 他 の グル ー プ の発 表 を聞 き、 そ ① 評 価 カ ー

① 他 の グル ー プ の発 表 を の 内容 や ま とめ方 、方 法 な どを ド

聞 く 。 評価 カー ドに よ り評 価 させ る。

② 他 の グル ー プ の発 表 を

もとに地域の未来予想

また は 地域 へ の提 言 を

考 え る。

ま ① 「(自分 の住 む 地域)は ① 他 の グル ー プ の 発 表 を も とに ① 未来予想

と 将来00000に な る した 地 域 の未 来 の 予想 、地 域 へ カ ー ド

め で あ ろ う」 「(自 分 の 住 の提 言 を させ る。 ② 自己評価

む 地域)を ○○ ○ ○ ○ ② 自分 の 考 えた 予想 、提 言 を発 表 カー ド

10 な街 に して い きた いJ させ 、 い ろい ろな意 見の あ る こ

分 な どの 自分 の住 む街 の とき気付 かせ る。

未 来 を 予想 す る。 ま た ③ 自己評価 カー ドによ り、単元の学

は地域 へ の提言 をす 習 を振 り返 らせ 、学 習の成果 と課

る 。 題に気付 かせ る。

② 自分 の 考 え た予想 、提

言 を発 表す る。

③ 単 元 の 学習 を振 り返 り

自己の 学習 を評価 す

る 。

(9)単 元の評価の観点

● 地図 を活用 し適切 なコースでルー トマ ップを作成す るこ とができたか。(知 識 理解)

● 今 まで気付かなかった地域 の様子に気付 き疑 問点 をもっ こ とができたか。(社 会認識)

● 調 査学習を通 じて地域の現状 を理解 し地域 の抱 える課題 を把握す るこ とができたか
。(社会

認識)

● 学習課題 を 自ら発見 し設 定す ることができたか。(学 習意欲 ・考察力)

● 学 習課題 の解決 に必要な調査方法を選択す るこ とができたか。(学 習方法)

● 地域調査(イ ンタ ビュー)で 適切な質 問内容 を考えることができたか。(課 題理解)

● 地域調査(イ ンタビュー)で 予想 回答 と実際の回答 の違いを把握 で きたか。(比 較検討)

● 調査 内容 を様 々な観 点か ら整理 ・分析 しまとめるこ とができたか。(考 察力)

● 学習 のま とめでは、グラフ ・表 ・図な どの表現方 法を適切に選択 し表現す ることができた

か。(学 習方法)

● 地域 に対す る夢や希望(要 望)や 、 また、未来像 を考えるこ とができたか。(行 動力)

● 調査学習の内容 を適切な方法 で人に伝 えることができたか。(学 習方法 ・行動力)

● 他 の グループの発表か ら新 たな地域像 を描 くことができたか。(社 会認識 ・理解力)
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3検 証 授 業B

(1)本 項 目r東 京都」(6時 間計画)

学習指導要 領 大項 目(2)地 域 の規模 に応 じた調査

中項 目 イ 都道府県

(2)本 項 目設定の理由

自分の生活す る地域 に対す る理解 と関心 を深め させ るこ とや前項 目の 「身近 な地域」 との関

連 を図 るこ とで、学び方 の基礎を より一層効果的 に培 うことができるこ と、また、学校 におけ

る学習、生涯学習や今後の生徒の生活 との一体化 を考 えると、社会生活 の中で 出会 う都道府県

の地域的特色 を とらえる学び方や方法 を身 に付 ける ことは、国土の地理 的認識 を深 める上で大

変意義深 い。 この ような ことか ら、生徒 が 「自ら学び、考え、公正な判断力 を身に付 ける学習」

として適切で あ り、本項 目を設定 した。

(3)本 項 目の 目標

① 地 図 ・統計 な どの資料を活用 し、都道府 県規模 の地域的特色 を とらえる視 点や方法 を

身 に付 ける。

② 地理的事象か ら課題 を設定 し、課題追究 を通 して主体的に取 り組んでい く態度 を育て

る。

③ 地 図 ・統計 資料 な どを収集 ・処理 して、考察 し追究 してい く中で、総合 的に地理的事

象 を見 ることがで きる力 を培 う。

(4)学 習指導計 画

① 東京都 って どのよ うな ところ… ……1時 間

② 昼夜 間人 口比率か ら読み取ろ う……1時 間

③ 「なぜ」 を探 ろ う2時 間

④ 発表 の準備 を しよ う1時 間

⑤ 発 表 し、深めよ う1時 間(本 時)

時
学習

学習目標と内容 学習活動 ・形態 指導と留意点 評 価
過程

学習テーマ ・ ウ エ ツ ビ ン グ 法 ・こ の後 の授 業 〈関 心 ・意欲 ・態 度 〉

「東 京都 って どの で東京都のイメ の見 通 しを も ・東京都の特色 を意欲

よ うな とこ ろ」
一ジを書 き出す たせ る 的に考える

学習内容 ・ 資料集や統計資 ・身近な地域 と

課題 ①東京都をとらえ 料 を活 用 し、基 の 関連 を図 ら 〈技能 〉

1 の るた めの 学習 の 域 と しての 東京 せ る ・資料集や統計資料か

設定 見通 しをもつ 都の特色を考え 〈方 向性 〉 ら、基域 としての東京

② 東 京都 のイ メー る 都の特色を読み取るこ

ジ (一斉学習) とがで きる

(教 師 ・ワー クシー ト)

一
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③全国的な視野か

らみた東京都

学習目標

〉 東京都の特色

を見つける
一

学習内容 ・ 昼夜 間人 口比 率 ・昼夜 間人 口比 〈関心 ・意欲 ・態 度 〉

①昼夜間人口比率 の表から東京都 率 を切 り口 と ・グルー プ 内 で 、 自分

からみた東京都 を とらえる して予想 ・仮説 の考えを積極的に述べ

の特色 ・ 人 口比 率 を地 図 を設定させる る

②分布図の作成 に落 とし、分布 ・見やすい よ う ・課題設定に意欲的 に

図を作成する に色分けさせ かかわる
2

学習目標 (一斉 学習) る (教師 ・発言 内容)

》 昼 夜 間 の人 口 〈方 向性 〉

の変化からみ 〈表現 ・技能 〉

た東京都の特 ・白地図へ人 口比率 を

色を理解する 落 とす ことがで きる

(教 師 ・ワー ク シー ト)

学習テーマ ・ 自分 、 グ ル ー プ ・地域の環境条 〈技能 〉

「『なぜ』を探 ろ う」 の予想を立てる 件、他地域 との ・的確な資料を もとに

学習内容 ・ 因果 関 係 を追 究 結び付 き、地域 調査する

①予想を立てる する で 生活 して い

②地域的特色をと ・ 資 料 か ら関連 す る人 々 の 営 み 〈思考 ・判断 〉

らえ るた めの 追 る事柄 、特 徴的 人 の 動 き につ ・地域的特色 を読み取

3 究 な地理的事象を い て 記 す よ う る
課題

調査する にす る (教師 ・ワー ク シー ト)
の
学習目標 ・ 予想 、 特徴 的 な 〈方 向性 〉 (生徒 ・自己評価)

追究
4 ①予想を考える 事象 、関連 につ ・理想 の東京 に

②因果関係を追究 いて まとめる ついて記入す

し、地域的特色 を (グループ学習) るよ うにす る

とらえる ・ 東 京都 の人 口統 〈方 向性 〉

計資料を白地図

に落 としてい く

(個人学習)

課題 学習テーマ ・ 異 な る東京 を理 ・ホ ー ム ペ ー ジ 〈知識 ・理解 〉

5 の 「調 べ た こ とを ま 解する の検索や 自分 ・身近な地域 と異なる

発展 とめ、 発 表 しよ う」 (一斉授業) の考 え を もつ 地域の存在を理解する
『
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学習内容 ・ 発 表 の準備 をす こ とが で き な (教師 ・ワー クシー ト)

①全域からみた東 る い 生徒 に は ヒ

京都 (グループ学習) ン トを与 える 〈関心 ・意 欲 ・態 度 〉

②発表の準備 〈発見 〉 ・発表準備 に積極的に

かかわる

学習目標 (生徒 ・自己評価)

》 異なる東京都

に気付 く
一

学習内容 ・ ポ ス タ ー セ ッ シ ・評価 の ポ イ ン 〈表現 〉

①発表 ヨン形 式 で発 表 トを 明確 に し ・分か りやす く発表す

する てお く る

学習目標 ・ 他 の グル ー プ の 〈方 向性 〉 (教師 ・発表 内容)

① 工夫 して、分か り 発表を聞く 〈深化 〉 (生徒 ・自己評価)

やすく発表する (グル ープ学習) ・生徒同士の情 (生徒 ・相互評価)

②他 の グルー プの 報交換を行わ

発表 を聞 き、考 え せ る 〈思考 ・判断 〉

6 を深める 〈共有体験〉 ・他 グループの発表か

③発表 を通 し、地域 ら、東京都の特色を 自

へ の 関心 を さ ら 分な りに深 めることが

に高め る できる

〈関 心 ・意 欲 ・態 度 〉

・地域への関心が高ま

る

(教 師 ・ワー ク シー ト)

(生徒 ・自己評価)

〈方 向性 〉…学習活動 の方向性 を示す 〈深 化 〉…学習活動 を深 める

く発 見 〉…つまず きを発見す る く共有体験 〉…情報交換な どの共有体験 をす る

(教師 ・ワー クシー ト)…教師が ワー クシー トに よ り評価 をす る

(教師 ・発言 内容)… 教師 が生徒の発言 内容 か ら評価 をす る

(教師 ・発 表内容)… 教師が発表 内容か ら評価 をす る

(生徒 ・自己評価)… 生徒に 自己評価 をさせ る(生 徒 ・相互評価)… 生徒が相 互評価を行 う

本項 目の評価 の観点

① 東京都の特色を とらえる視点や方法 を身に付 けることができたか

く思考 ・判断 〉〈表現 ・技能 〉〈関心 ・意欲 ・態度 〉

② 地理 的なまとめ方や発表 の方法の基礎 を身に付 けることができたか

く表現 ・技能 〉

③ 核 になる事象 か ら追究す る こ とを通 して、東京都 とい う地域を総合 的に とらえる

ことができたか く思考 ・判断〉〈知識 ・理解 〉
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(5)本 時の 目標

① 工夫 して、分 か りやす く発表す る

② 他 のグループの発表 を聞 き、考 えを深める

③ 発表 を通 し、地域へ の関心を さらに高 める

(6)本 時の指導展開

学習内容と目標 主な学習活動と形態 教師の支援 評価基準と方法

1

授業 の見通 し

1

指定 された場所 に集 〈方〉

合する ・事前に指定 してお く

・諸注意

・発 表 のマ ナ ー、聞 く

マナー を中心に話す

・評価 のポイ ン トを明

確 に してお く

2 2

第1グ ループの発表 ・第1グ ル ー プ が 各 班 〈方 ・発 〉 〈資〉

質疑 ・応答 の発表をする ・発表 中に改善でき る ・分か りやすい発表 に

・第2グ ル ー プ は各 班 点は、その場で支援す なっている

★工夫 して、分か りや の発表 を聞き、評価表 る (教師 ・発表内容)

すく発表する にS/A/B/C/Dな どを記 〈方 〉 (生徒 ・自己評価)

★他 の グル ー プ の発 入する ・質問 しやすい雰囲気 (生徒 ・相互評価)

表を聞き、考えを深め ・発 表に対 して聞き手 をっ くる 〈関〉

る は 地域 差 な どにつ い 〈発 ・深 ・共 〉 ・グループの活動 に積

★発表を通 し、地域へ て質問する ・それぞれ の生徒 が 自 極的に参加 してい る

の 関 心 を さ らに高 め 分 な りの 活動 が で き 〈関〉

る ているか確認 をす る ・発表を意欲的に聞い

〈方 〉 ている

・グループの評価表や
〈思 ・資 ・知 〉

第2グ ルー プの発表 自己評 価 表 へ の 記 入 ・他 のグルー プの発表

質疑 ・応答 を促す を聞いて、自分たち と

・第2グ ル ー プが 各 班 の違 い に気 付 く こ と

の発表をする ができる

・聞 き手 の第1グ ル ー 〈思 〉

プ は、S/A/B/C/Dな ど ・他 グループの発表か

を評価表に記入する ら、東京都 の特色 を自

・発表 に対 して聞き手 分 な りに深 め る こ と

は、未来像な どにつ い ができる
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て質問する 〈関 〉

3
・自己評価表へ記入す ・地域への関心が高ま

教師の講評 る 〈方 〉 る

・生徒の良 さを中心に (教 師 ・ワー ク シ ー ト)

3 話す (生徒 ・自己評 価)

・評価表の回収

〈方 〉… 方 向性 く発 〉…発 見

く深 〉… 深 化 く共〉… 共有 体 験

く思 〉… 思 考 ・判 断 〈知 〉…知識 ・理 解

〈資 〉…資 料 活 用 の 表現 ・技 能

〈関〉… 関心 ・意 欲 ・態 度

会 場 図

(7)本 時の評価

① 発 表 を工夫 し、分 か りやす く発表す るこ とができたか く表現 ・技能 〉

② 他 グループの発表 か ら、東京都の特色を 自分な りに深 めることができたか

く思考 ・判断 〉

③ 東京への関心を さらに高め ようとす ることがで きたか く関心 ・意欲 ・態度 〉
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(8)授 業の考察

本項 目では、東京都 の昼夜 間人 口比率 とい う特色あ る地理的事象か らその因果関係 を追究 し、

他 グループの発 表 を聞き互 いに評価 をす ることで思考が深ま り、公正 な判断力の基礎 が身 に付

くと考 え、今年 度の研 究主題及 び副主題に迫 ろうとした。

① 生徒が主体的に学び考 えていたか 。

第1時 に最終的 に発表会 を行 うことを告 げ、見通 しを もたせ られた ことか ら、生徒は 自分 の

発表を聞いて もらいた く、そのた めに意欲 的に活動 をしていた。デー タの中か ら何 を選択す る

か、関連す る事象 を どの ように扱 うのか苦労を しなが らも自ら考える とともに、 グルー プ とし

て も考 えて いくことができた。

ポスターセ ッシ ョン形式での発 表会 を行 ったが、 ここでは生徒の調べた内容や考 えた内容 が

「生きる場 面」 となっていた。 前項 目の 「身近な地域」にお いて も同様 の発表会を行 っていた

ことが反映 され ていた。

② 公正な判断力を身に付 けることがで きたか。

各グループ ともグループで選 んだ資料の関連付 けを行 いなが ら、東京都 をとらえよ うとす る

姿勢が見 られた。 また、全国的な視 野か ら見た東京都 とい う視点 と、東京都の中の地域差 とい

う視点か らも考 えるこ とがで きた。総合的に地理的事象を とらえよ うとしてお り、公正な判断

力 の基礎 を身に付 けるこ とへ迫 ることができた。

③ 工夫で きる事柄 には、 どの よ うなことが挙 げられ るか。

因果関係 を追究 してい く過程 では、多 くの生徒が戸惑い を示 していた。 グラフの書き方 、読

み取 り方 、ま とめ方、調べ方 な どにおいて、教師の支援 のあ り方 として更なる工夫 が望まれ る。

あわせ て、一人一人への学習の手立てへの配慮に対す る工夫 も望まれ る。本授 業では、単位 の

抜 け落ちているグラフや読み取 りの甘い ものな どが見 られ た。資料に振 り回され て しまってい

る部分 も、残念 なが ら見 られた。

他方、発表時の教師の支援 としては、良い考察に対 しての質問や言葉掛 けな どが必要である。

反対 に、単純に導いて しまった ときには指摘す るといった支援 が求め られ る。事前に生徒 の疑

問や考察 を整理 しておき、授 業の中で生か してい くことへの工夫が必要 である。

発表 の指導や模造紙に まとめ るときの指導にっいては、「総合的な学習の時間」との関係 を各

校で工夫 してい くこ とが求 め られ る。
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4地 理 的 分 野 の 研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

(1)研 究 のま とめ

① 地理的な事象に対す る関心 を高める

「身 近 な地 域 」 は 生 徒 の 日常 の 生 活 の 舞 台 で あ り直 接 経 験 地 域 で もあ る の

で 、 生 徒 の興 味 ・関 心 が 高 い だ ろ う と考 え るの は 早 計 で あ る。 あ ま りに身 近

す ぎて 新 鮮 味 に欠 けて いた り、小 学 校 で 同様 な調 査 を行 っ て い る場 合 も あ る。

小 学 校 の 学 習 成 果 も踏 ま え な が ら、 中 学校 段 階 で の新 しい視 点 か らの と らえ

方 が 必 要 で あ る。 そ こ で 、本 研 究 で は 、 まず 、野 外 観 察 を 行 わ せ 、観 察 項 目

に つ い て の 分布 図 を 作成 させ 、 それ ぞれ の分 布 図 を重 ね 合 わ せ た とこ ろか ら

見 え て く る も の に気 付 か せ た 。 そ の 上 で 学 習 課 題 を設 定 させ て調 査 させ る と

い う2段 構 え の調 査 活 動 を行 わ せ た 。 そ の 結 果 、 地 理 的 事 象 に対 す る 関 心 が

高 ま っ た だ け で な く、 よ り深 化 した もの にな った と考 え る。

② 多面的 ・多角的な考察 を通 して公正な判断力 を身に付 けさせ る

公 正 な判 断 力 を身 に付 け させ るた め に は 、生 徒 の 主体 的 な 学 習 が 不 可 欠 で

あ る。 自 ら課題 を設 定 し、 それ を解 決 して い こ うとす る 自発 的 な活 動 の 中 で

こそ 判 断 力 は培 われ て い く と考 え るか らで あ る。 「学 び 方 を学 ぶ 」 学 習 は 、

こ の判 断 力 が常 に 要 求 され て くる学 習 で も あ る。 本 研 究 で は 、 「公 正 な判 断

力 」の 酒 養 とい う視 点 に た ち、文 献 資 料 や イ ン ター ネ ッ トの活 用 だ け で な く、

他 地 域 との比 較 を させ た り、聞 き取 り調 査 な ども重 視 した。 多 面 的 ・多 角 的

な と らえ方 をす るに は 、 常 に 、情 報 の選 択 や 精 選 も行 っ て い く必 要 が あ る。

そ の過 程 で 「公 正 な 判 断 力 」 が身 に付 い て くる と考 え た。

③ 調査発表会 を通 して、適切 に表現す る能 力や態度を育て る

地 域 調 査 の 結 果 は各 課 題 ご とに ま とめ させ 、発 表 会 とい う形 式 で の 報 告 会

を 実 施 した。 ま とめ方 につ い て は 、 地 図化 や グ ラ フ化 な どの 地 理 的 手 法 を使

わ せ る だ け で な く、調 査 の過 程 が 分 か る よ うに も留 意 させ た 。 発 表 は ボ ス タ

ー セ ッ シ ョン形 式 で行 った
。 この 形 式 で は 、 緊 張 しな い た め か発 表 者 が 生 き

生 き して い た の が印 象 的 で あ った 。 発 表 会 の 開催 に 当た っ て は 、 リハ ー サル

等 の 充 分 な 準 備 を して お く必 要 が あ る。

調 査 活 動 全 体 を通 して の 評 価 は 、評 価 カ ー ドに よ り行 っ た。 自己評 価 だ け

で な く、 発 表 会 で は 生 徒 同 士 の 相 互 評 価 も行 わ せ 自己改 善 に っ な げ られ る よ

うな 工 夫 を した 。

(2)今 後の課題

一 っ 目は
、 「身 近 な 地 域 」 の 学 習 を よ り大 き な規 模 の地 域 の学 習 に ど うっ な げ

て い くか とい う問題 で あ る。もち ろん 「学 び方 を学 ぶ 」とい う共 通 の観 点 は あ る。

しか し、 ア プ ロー チ の方 法 が異 な っ て く るの は 当然 で あ る。 教 師 の 支援 の 工夫 が
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問 わ れ る こ とに な るで あ ろ う。 二 つ 目は 、 「身 近 な地 域 」 をな ぜ 学 ばせ るの か と

い う 目的 の 問 題 で あ る。 単 に地 域 を詳 し く知 る た め とい うこ とで は な い と思 う。

教 師 自身 が この 視 点 を 常 に押 さえて お か な い と、調 査 す る こ とそ れ 自体 が 目的 に

な って しま う。 本研 究 で は、発 表 会 の最 後 に各 生徒 か らの 地域 へ の提 言 を 考 え さ

せ た が 、 内容 的 に深 め られ なか った 。 三 っ 目は 、他 地 域 との比 較 を どの よ うにす

る か とい う問題 で あ る。地 域 的 な 特 色 を と らえ るた め に は 、異 質 な地 域 との比 較

が ど う して も必 要 で あ る。本 研 究 で は、5人 の 地 理 分 科 会 研 究 員 の 所 属校 周 辺 地

域 の 調 査 結 果 を比 較 検 討 す る こ とが で きた が 、常 に比 較 が 可 能 か とい う と疑 問 で

あ る。

N歴 史的分野の研究内容

1歴 史的分野研究副主題及び副主題設定の理由

様々な角度か ら歴史をとらえることを通して、

生徒自らの歴史観を育てる学習指導の工夫

歴 史 とい うと、生徒た ちにとっては 「暗記物」 とい うイ メー ジが強 い。年代 と事項 を機械的

に覚 えるだ けでは、生徒 自身の学習意欲 は失われて しま うだ ろ う。平成10年 に出され た教育

課程審議会答 申では、社会科に関す る改善 の基本方針 として 「網羅 的で知識偏重 の学習にな ら

ないよ うにす る」と、今 までの歴 史学習への反省 を促 している。そ して、 「基礎的 ・基本的 な内

容 の厳選」 「自 ら学ぶ」授 業な ど主体的な学習を一層重視 している。

歴史学習においては、一っ の歴史的事象にっいての解釈 の し.かたや、資料の選択な どに よっ

て歴 史の見方 は変 わって くる。生徒 が資料を もとに して、歴 史的事象を様 々な角度 か らとらえ

解釈 し、 自分 な りの歴史 の見方、考え方 を身 に付 けることが大切 と考 える。そのためには、教

師が一方的に教 え込むのではな く、 自ら学び考え るこ とがで きるような授業 の工夫がのぞ まれ

る。

また、歴史的事象 を様々な資料 をもとに して 自分な りに とらえ、その他のいろいろな歴史の

見方 をっ きあわせ ることに よって、公 正な判断力が身 に付いてい くと思われ る。本研 究におい

ては外 国人の ゲス トテ ィーチ ャー を活用 し、そのゲス トテ ィーチ ャーの話か ら、一つの歴 史的

事象 に対す る様 々な見方が あることを生徒 たちが体験 できる授業の実践 を試 みた。社会の変化

が加速す る中で、多 くの歴史的事象 を取捨選択 し、時代や事象の関係や意味を問い、一っの全

体像 をっ くりあげるた めの一っの視点、す なわち歴史観 が大切であ ると考 える。

以上の こ とか ら、上記副 主題 を設定 し、研 究を進 めることに した。
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2.検 証 授 業

(1)単 元名 「日本の大陸侵略」 《新学習指導要領(5)近 現代の 日本 と世界》

(2)単 元設 定の理 由

新 学習指 導要領 では、近現代史に重点が置かれ ている。生徒が より歴 史を身近に感 じられ

る学習が求め られてい る。 とか く歴史 の授業は、過 去の出来事 を淡 々と追 ってい くだ けで、

生徒 は常 に受 け身 にな り、学習意欲 は しだいに低 くなって しま う。 そこで、歴史 を単 に過去

の事 とす るので はな く、その時代の人 々の立場になった り、同 じ人間 としてその時何 を考 え、

何 を感 じたかを想像す るこ とに よって、興味関心 を高 め 「生きる力」 となる ヒン トを見いだ

せ るよ うな授 業 を展開 したい ものである。

この単元では、 日本が大き く国際舞台 に進 出 し、世界 の中で 当時の 日本人が どう生 きてい

ったか を考 えさせ 、またその後 の歴史に大きな意味を与 える重大な選択があ ったこ とに気づ

かせ る ことで、 自然 と生徒が主体的な学習を行 ってい けるのではないか と考 えた。 また、歴

史 が現代や未来 に対 して大 きな影響 を与 えてい ることにも気づかせ、今現在 を生 きてい るこ

との意 味 を考 えさせたい。

今 回 は、外国人 をゲス トティチャー として授業 に参加 しても らうことに した。 日本人 とは

異な った歴史観 に触れ ることに よって、生徒 たちが、様々な見方や考え方があ り、それ を も

とに どの よ うな態度や行動 をとれ ばよいのかな ど、学習が深ま ると考 えられ るので、 この単

元 を設 定 した。

(3)単 元の 目標

ア.日 本が、近代国家の体裁 を整 え、欧米列強国 と肩 を並べ るよ うに帝国主義 国 となってい

った過程 を、 国際関係 との関連で理解 させ る。

イ.日 本 が、帝 国主義国 になる過程 を多面的 ・多角的に調査、考察す るこ とに よ り、主体 的

に学習す る態度 を身 に付 けさせ る。

ウ.調 べ学習の発表 を通 して、侵 略す る側 と侵 略 され る側では、歴史の見方が違 って くるこ

とに気 づかせ、歴 史認識 を高め、公正 な判断力を養 わせ る。

(4)学 習指導計画(8時 間扱い)

時 学 習 内 容 学 習 活 動 指導上の留意点

1 《導入 》 ①1998年 の サ ッカ ー ・ワ ー ル ドカ ッ ・開会式の場面 を見せ

学習課題への意識 プ 、ブ ラジル対 フ ランス の決 勝戦 の ビ 試合 内容等に は、深入

づけ デオ を見 る。 りは しな い。

②帝 国主義 の ビデ オを見 る。
・ビテオ 「映 像 の世 紀 」

知 識 の確認 ・ワー ク シー トを使用
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2 《展 開1》 ① 前時 の ビテ オ を見 た後 の ま とめ に使 っ ・帝 国主義の概要やそ

課題の決定 た ワー ク シ ー トの 内容 を 発 表す る。 の時代の流れや背景

② 学習課題 の説明 を聞 く。 を、生徒が理解で き

・課題 につ いて 、生徒 は興 味や関心 の あ るよ う指導す る。

ることを 自由に発言す る。 ・生徒 の興味や 関心の

③調べ学習の課題 を決 定す る。 ある発言 を、今後 の

・各班で話 し合 い決 定す る。 学習に役立てられ

・5つ のテーマ を5つ の生活班 で分担 す るよ う考慮す る。

る 。

1.初 期 の議 会 と条約改 正

2.朝 鮮 侵 略3.日 清 戦 争

4.日 露戦 争5.日 本 の 産 業革 命

3 《展 開2》 ① 各班で、決定 したテ ーマ を調べ る。 ・生徒 の抱 く質問や興

i 調べ学習 ・調 べ る内容 の ポイ ン トを、教師 か らア 味、考 えを大切 にす

5 ドバ イ ス を受 け る。 る 。

②発表用 にま とめ る。 ・教師の助言の内容 に

・模 造 紙 ・OHP・ 自作 プ リン ト等 ついては、必ず生 徒

自身の考えや意見を

ま とめに取 り入れ る

よ う指 示す る。

・調べて いる時に適宜

教師が助言す る。

6 《展 開3》 ①2つ の班 の発 表 を行 う。

調べ学習の発表 ・朝鮮侵 略

本 ・日清戦争 の発 表

時 ☆ 発 表 に は 、 各 班 と も ワー ク シ ー トを ・ワー ク シー トの 内容

準備す る(ま とめ用) については、必ず助

② ビデ オ に よ る 、ゲ ス トテ ィー チ ャー の 言 をす る。

話 を聞 く。

③ 意見交換 を行 う。 ・で きるだ け多 くの意

見が 出るよ う、教 師

④ ま とめ と して 、 ワー ク シー トに記 入 す が導 くよ うにす る。

る 。

7 《展 開3》 ①3つ の班の発表 を行 う。

調べ学習の発表 ・初期 の議会 と条約 改正

・日露 戦 争

・日本 の産業革命
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☆発表 には、各班 ともワー クシー トを準備 ・ワー ク シー トの 内容

する→ ま とめ用 については、必ず助

② 意見交換 を行 う。 言 をす る。

③ ま とめ と して 、 ワー ク シー トに 記 入す ・で きるだけ多 くの意

る 。 見が出 るよ う、教師

・ワー クシー トの 内容 を発 表 す る
。 が導 くよ うにす る。

8 《展開4》 ① 今回の調べ学習を終えての感想を書 ・第一次世界大戦 につ

ま とめ く 。 な が る 内容 の ま と

② 調 べ学習 の発 表 を通 しての 「日本の大 め とす る。

陸侵 略」のま とめの説 明を聞 く。

(5)本 時のね らいと展開

① 本 時のね らい

ア.お 互い に仕事 を分担 し協力 して発表す ることがで きる。

イ.自 分た ちが調べたテーマの歴史的事象について、各 自が 自分の考えや意 見をもっ こと

がで きる。

ウ.ゲ ス トテ ィ0チ ャーの話 を聞 くな ど、外国の立揚の違 った人の意見や考 えを聞 くこと

によって 、歴 史的事象に対 して多面的 ・多角的な見方や 考え方 をもてる よ うにす る。

② 本時の展開(6/8時)

学習内容 学 習 活 動 教 師 の 支 援 指導上の留意点

導 入 ア メ リカ の ア フ ガ ニ ス ・ 同 じ行為 で も立場 ・ 空爆 攻 撃 の内容

タ ン 空 爆 につ い て 考 え が違 うと、 見方や に は 、 深 入 り し

る 。 考 え方 が違 って く な い よ う に す

る こ とに気 付 かせ る 。

る 。 ・ 国 際社 会 にお け

る様々な考え方

を説明す る。

調 べ 学 習 の ①2つ の班の発 表 を行 ・ 各歴 史 的事 象 の内 ・ 発 表 が分 か りや

発表 う 。 容 、 当時 の 世界 的 りす く な る よ

・朝鮮侵 略 背景、戦争 の原因 、 う、模 造 紙や0

・日清戦争の発表
そ の影 響 に つ いて HPな どに ま と

☆ 発 表 に は 、各 班 とも 自分たちの考えや めるよう指導す

ま と め用 と して ワ ー 意見を発表できる る 。

ク シ ー トを 準 備 す よ う、事 前 に 指 導 、 ・各班 が発 表 した

る 。 助言す る。 内容等 について

の評価 をす る。

② 発表の内容について
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の質 問をす る。 ・ ゲ ス トテ ィー チ

ヤー の意 見 にっ

い て は 、 深 入 り

③ ゲ ス トテ ィ ー チ ャー ・ 歴 史的 事象 につ い を しな い。

の ビデ オ(外 国 人2 て、立 場 の違 った

人)を 見 る。 人 の意 見 を聞 くこ

との大切さに触れ

る 。

④ 教師の発問について ・(発 問)日 本 が 大

の意 見交換 を行 う。 陸に勢力を伸ばし ・ 教 師 が結 論 を 出

・ 各班 ご とに集 ま って た こ と にっ い て 、 す の で は な く 、

話 し合 う。 ど う考 え る か。 できるだけ生徒

・ 自分 たちの意見 をま ・ 意 見 が 出や す い よ に様々な考えや

とめ代表者が発表 う、 ま た 、 討 論 が 意見を発言でき

す る 。 活 発 に で き る よ る よ うにす る。

う、司会 を教 師 が

行 う。

ま とめ

⑤ 自分たちが発表 した ・ 多面 的 ・多角 的 な

内容や 、意 見交 換 に 見方や考え方がで ・時 間 的 に 余 裕 が

ついての教師の評価 きた か に つ い て 、 ない時 は、次回 に行

を 聞 く。 触 れ る。 う 。

⑥ ま と め と して 、ワー ・ワー ク シー トの 内容

ク シ ー トに 記 入 す は事前に確認 し助言

る 。 して お く。

・ ワ ー ク シ ー トは
、発 表

す る班が作成す る。

③ 評価 の観 点

ア.お 互 いに仕事 を分担 し協力 して発表す るこ とができたか。

イ.自 分 たちが調べたテーマ の歴史的事象 にっいて、各 自が 自分 の考 えや意見をもつ こと

ができたか。

ウ.ゲ ス トテ ィーチ ャーの話 を聞 くな ど、外 国の違った立場の意見や考 えを聞 くことに よ

って、歴史的事象に対 して多面的 ・多角的 な見方や考 え方ができたか。
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(6)授 業の考察

① 調べ学習 につ いて

自ら学び、考える観点か ら班 ごとの調べ学習を行 った。図書室や個人的 にイ ンターネ

ッ トを使用 しなが ら、4時 間 を使 い取 り組んだ。 あらか じめ用意 した単元の 中の5つ の

テーマ を各班 に配分 した。生徒たちは意欲 的に学習 し、詳 しく調べた上 ま とめのプ リン

トを作成 し、発表時 に使用 した。ただ、調べた内容の 中で難解な ものについては、完全

に理解 しきれ ていない とい うき らいが あった。基本的 な事項、語句の確認や説 明な どが

必要だ ろ う。 また、発表の仕 方に工夫が ある とよかった。 内容 が詳 しく調べ られ ていた

ので模造紙、掛 け図の利用 な どが考え られ る と生徒によ り視覚的に事実 を訴 える ことが

でき、 よか ったのではないか と思われ る。調べ学習 は、発表 と一体化 して考 えるべ き、

とい う指摘 もあ り、 これか ら増 えるであろ う調べ学習の発表形態の工夫 も今後考 えるべ

き課題 で あろ う。

② ゲス トテ ィーチャーの導入について

公 正な判断力 を育て る とい うことか ら、多面的 ・多角的 な学習が必要である と考 え、

近現代 史の単元にゲス トテ ィーチ ャーの導入を考えた。今回は外国の人の話 を聞 くこと

によ り、立場の違 う人 の意見を参考 にす る とい う試み を した。当 日、ゲス トテ ィーチ ャ

ーの都合がつかず 、また ビデオの準備 も整 わず、授業者が電話によ り質問 した回答 を生

徒 にプ リン トで紹介す る とい う方法を とった。本校の外 国語講師の回答であったので興

味深 く耳を傾 けていた よ うである。今回は諸事情 でで きなかったが、実際授業 に参加 し

て もらった り、 ビデオ、録音 による伝 達が効果的である。ただ、その際に どのよ うな人

選 をす るか、 どのよ うな話を してもら うかな ど、教材研究の重要性が指摘 され た。教師

側の周到な準備 が必要で ある。

③ 生徒の意 見交換 について

授 業の後 半は、班 内での意見交換 、それ を受 けての班長 の発表であった。教師の方 か

ら、当時の人 の立場で考えてみ よ う、 とい うア ドバイスがあったので、班 内では、それ

に基づいて意 見交換がな され た。発表時には、班長が よくま とめ班 内の意見 を紹介 した。

各班 とも国内に もいろい ろな立場でい ろい ろな考えがあったのではないか、 とい う意見

がでた。 この意 見交換 につい て、当時 の人は ど う思っていたか、 とい う話 し合 いには、

資料 を解釈 してい くことが歴 史であ るので、 この話 し合いの前提 となる事柄 を教科 書、

資料集 、教師手作 りの資料 などを もとに探 させ、それ を根拠に意見を出させ るとよい と

の指摘 もあった。適切 な資料 を読 ませ なが ら、判断 を引き出 してい くこ とが肝要である

ことを再認識 した。

④ 今後 に向けて

自ら学び、考 えるために今後 も調べ学習 をは じめ とした多様 な形態 を考えたい。ただ

その際、教師が発表形態 を含め、いかに方向付 けるかも今後の課題 として残 った。また、

調べ学習や公 正な判断力の育成 の前提 となる基礎 ・基本 の在 り方 も模索 したい。 この定

着が何 よ り考 えられねばな らない。基礎 ・基本の範囲、調べ学習時の基礎 ・基本 のお さ

え、 ワー クシー トの有効な活用な ど今後検討 したい課題 である。
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3歴 史 的 分 野 の 研 究 の ま と め と今 後 の 課 題

(1)研 究のま とめ

① 身近 な社会的事象を通 じて、歴史 に対す る興味 や関心 を高め る。

生徒 自らが問題や課題 を設定 し積極的 に情報を収集 して、主体的に学習 してい くため

には、まず 、生徒の歴 史に対す る興味や 関心 を高め ることが大切であ る。情報 の氾濫 す

る現 代社会 ではあるが、 目を凝 らし、教 師が視野 を広 くもち、着眼点や発想 を少 し変 え

るだけで、生徒 の興味や関心を引きっ ける社会的事象 を見いだす ことができ る。

② 調べ学習 を通 じて、学び方を学 び、発表の仕方 を身に付 ける。

調べ学習 においては、すべての班 が学校 の図書室や コンピュー タ室、地域 の図書館 な

どで、 自分 たちの興味や 関心 を生か し、教科書以外 の資料 を熱心 に調べてい た。調べ学

習 は生徒 の主体的な学習を促す上で効 果的であった。 しか し、そこには生徒 の抱 く疑問

や 興味、考 えな どを的確に把握す る教師の助言 が適宜必要で ある。調べ学習の発表 は不

慣 れな点が 目立ち、学習効果 を十分 に高 めることは出来なかった。普段か らこの よ うな

形態の授業 を実践 してお くことの大切 さを痛感 した。

③ 生徒 自 らが調べ考 えた学習内容 と外 国人ゲス トテ ィーチ ャーの見方や考 え方 を比較す

る ことによ り、歴史に対す る公正な判断力を高め る。

歴 史の授 業で よく陥 りがちなことは、歴 史の見方や とらえ方を、教師の歴 史の見方や

とらえ方で一方的に生徒に押 しつ けて しま うことである。 このよ うな授業では、生徒 が

興味や関心 を膨 らませ るこ とは難 しく、主体的な学習 に発展 しにくい。今回の研究では

生徒 自らの興味 ・関心 を生か した調べ学習 を し、発表 をしたあ とに、まった く立場の違

う外 国人 ゲス トテ ィーチャーの話を聞 く機会 を設 けた。そ して、そ こか ら生 まれ る意見

や 考 え方 のずれや違いか ら、生徒に、歴 史には様 々な見方や とらえ方がある ことを理解

させ 、 自分 な りの歴史観 を育 てることをね らった。様々な角度か ら歴史 をとらえるこ と

において、外国人ゲス トテ ィーチ ャーの活用 は効果的だった し、それ は生徒 自らの歴史

観 を育て るきっかけ作 りにはなった と思 う。 しか し、ゲス トテ ィーチ ャー をよ り有効 に

活用す るた めには、 どこの国の人で 、 どのよ うな考えをもった人に来 ていただ くか、 ど

の ような質問 を し、 どのよ うな話 を していただ くかな ど、事前に十分練 って準備 を整え

ておかない と、生徒 自らの歴史観 を育て、公正な判断力 を身に付 けることにっ なが らな

い ことが分 かった。

(2)今 後の課題

検 証授 業 を終 えて見えて きた ことは、 も う一度、教科指導の原点に立ち帰 り、基礎 ・基本

とな る内容 をきちん とお さえることの大切 さで あった。 まず、基礎 ・基本 となる内容 を生徒

が きちん と理解 していなければ、調べ学習 を した として も内容 は深 まらない し、ゲス トティ

ーチ ャー の話 を聞いて も、内容が理解 できない恐れがあ る。公正 な判断力 を引き出す ために

も、基礎 ・基本が重要である。 また、今 回の検証授業の ような形 式の授 業でも、ワー クシー

トを活用す るこ とで、全体 の流れの 中でスムー ズに基礎 ・基本をきちん と理解 させ られ るの

ではないか とい うこ とも見えて きた。基礎 ・基本 を どう定着 させ るかが、今後 の大 きな課題

である。
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